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１　はじめに
　平成８年、大学卒業後と同時に青森県の農業高校に赴任し早いもので四半世紀。あっと
いう間の時間であったと感じている。農業高校との接点は赴任するまで皆無であり、中学
の同級生さえ進学することもなかった。そのため、農業高校の情報はゼロであり、自分の
人生において未開拓の地に立ったともいえるところからのスタートであった。それでも、
これまでこの環境下で何とかやっていけていることを考えると、大学の恩師の言葉がいた
る場面で激励の言葉となったからだと感じている。
２　全くの畑違い
　私は大学卒業後、十和田市内の三本木農業高校の畜産科に赴任することになった。大学
での専攻は土木であったため、全くの畑違いの学科であった。しかし、教員免許は『農業』
であるため、『できません』という回答はあるわけもなく、答えは『はい』もしくは『Yes』
しかなかった。まあ、体育系部活動なら当たり前の返事ではあるが、以前から社会人に
なったら『できないという返事はない』と数多くの人に言われていたということもあり、
自分で勉強すれば何とかなるという気持ちでスタートすることとなった。実際に受け持っ
たのは農業基礎（主に鶏に関する分野）、情報処理、食品製造等であった。ほとんどは勉
強すれば何とかなったのだが、予想以上に苦戦したのが、情報処理であった。ちょうど
Windows95が出た直後であったため、大学では利用したことがない。しかし、授業では
生徒に指導しなければならない。安月給で自分のパソコンなんて購入することもできず、
今となっては生徒とともに勉強して力をつけていったと感じている。それ以後もこれまで
土木に関わる教科は一度も担当したことはない。特に初めの約十年は毎年のように受け持
つ教科が変わるため、自分の専門が完全になくなっていた。それでも、受け持つ教科に対
して『No』という回答はなく、全て受け入れて日々精進を続けるだけであった。
　この覚悟に至ったのは、卒業後に再会した恩師の言葉だった。この時、話されていたこ
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とは『大学で学んだことは土木だが、ここで学んだことは土木以外の分野でも必ず役に立
つことがある』と多くの先生が話されていた。この言葉には、人それぞれでいろいろな捉
え方があるのであろうが、『物事の運び方（勉強のやり方）には共通するものがある』と私
なりに勝手に捉えて取り組んできた。その考え方は今でも変わらず、勉強すればできない
ものはないという感覚である。そのおかげというべきか、今でも専門と呼べるものがない。
よく言えば潰しの利くなんでも屋。悪く言えば専門性のない中途半端な奴。私にとっては
どちらでも構わないが、『全くの畑違いでも何事にも共通点はある』。このことを教えてく
れた恩師には年月を重ねるにつれて感謝する場面が多くなっている。
３　『日本の常識は世界の非常識』に始まるチャレンジ
　『日本の常識は世界の非常識』は畜産土木工学科の名誉教授でもある小林裕志先生が授
業の際に何度も使っていたフレーズである。私は外国語が苦手で、一生海外に出ることも
なく外国人との交流なんてありえないと高をくくっていたのだが、この言葉が妙に自分の
心に刺さっていた。『日本の常識は世界の非常識』って何だ？大学卒業後もずっと消える
こともなく、大学での講義内容よりもこの言葉が印象に残っているほどである。
　教員になって10年が経ったころの話ではあるが、どのような状況においても潰しがきく
能力だけは身につけてきたという自覚を覚えたころでもあった。そして、この時に自身の
心を駆り立てたのが『日本の常識は世界の非常識』でもあった。
　理由は自分でもわからないが、JICAの青年海外協力隊の説明会に参加するという行動
に走っていたのである。こぢんまりとしたブースの中で組織や活動についての説明を約30
分間淡々と聞いていた。説明をしてくれた方は全てOBの隊員であった。そのためか妙に
説得力があるというか、リアリティに富んでいるというか興味をひくものであった。その
日は参加の結論は出せるわけもなく、説明だけを聞いて帰宅した。
　正直なところ、語学に大きな不安があったため非常に悩んでいたところもあった。だた、
現職派遣制度という便利な制度もあったため、帰国後の身分も保証されながら参加できる
点は非常に魅力的で捨て難かった。その後、決心しかねているうちに募集締め切りまで１
週間を切っていた。そんな時、当時勤務していた職場へ説明をしてくれたOB隊員が訪れ
てきた。わざわざ足を運んでくれたのに手ぶらで返すわけにもいかず、その場で決心する
こととなった。今考えると、何とも簡単な決断だったと自分でも呆れるのだが、物事の決
断なんてそんなものかとも思えてしまう。募集締め切りまで時間がないため、その足で校
長に青年海外協力隊への参加の意思を伝えたが、以前から私のことを知っていることもあ
り快諾していただいた。
４　不安よりも前向きに
　先にも述べたが、私自身海外への渡航歴はゼロ。しかも、行先は確実に開発途上国のど
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こかである。しかも、英語圏とは限らない。本来、そんな状況なら不安に駆られても当然
だとは思うのだが、腹を括った私にとって不安よりも新たな目標としての意味合いが強
かった。そして、派遣先は第１志望から第３希望まで選ぶことができたのだが、それらを
選ぶためには募集している職種と自分の能力のマッチングが重要である。ここで役に立っ
たのが、幅広い分野に適応できる潰しの効く技術力であった。このころ、私は食品製造で
農産物加工品の授業を受け持っており、主として果樹の加工製造の実習と研究をしてい
た。募集内容にはこの能力を使える職種がいくつかあったため、これを中心に派遣先を探
した。結局、ベストなマッチングとして見つけたのが南米ボリビアであった。地理に詳し
くない人は、『ボリビアってどこだ？アフリカか？』と思われるかもしれない。実際に多く
の人に聞かれたことなので、それほど知名度の低い国である。後で知ったことであるが、
南米の中で最貧国であり海を持たない内陸国。お隣ペルーはマチュピチュで有名なのだ
が、やっぱりボリビアはどの辺りだ・・・。今、冷静に考えてみても不安が出ない自分は
やっぱりネジが２、３本ぶっ飛んでいたと思ってしまう。
　これまで応募まで述べてきたが、この段階で派遣が決まっていたわけではない。この後
に試験と健康診断が待っている。私の場合、現場経験のある現職派遣ということで筆記試
験は免除だったような気がする（やった記憶がない）。私に課せられた内容は２次試験（技
術面談）と健康診断であった。２次試験の内容は普段実習で行っていた内容であったため、
あっさり終わったという感じであった。面接官は栄養系の大学の先生の雰囲気が出ていた
ことだけは覚えている。これも後で知ったことであるが、ボリビアはアンデス山脈に位置
しており、首都ラパスは標高3600ｍの高地にあるため、日本人が健康を維持するのが容易
ではない場所である。そのため、ボリビアを志望者は健康診断の結果で不合格になる人が
多いとのことであった。そんな予備知識もなくボリビアという国を選択していたのだが、
条件付きで合格を頂いた。気になるその条件であるが、親知らず（歯）を抜くことであっ
た。理由は『現地では緊急性のある手術が困難な場合があるため』ということであった。
この先に考えられる最悪の状態を想定した事前策とでもいうべきで、『なるほど』と納得さ
せられる理由であった。
　合格後は、毎日の片道40分の通勤時間が語学勉強の時間であった。ちなみに南米という
こともありスペイン語が必須言語。三十路半ばでの新しい語学勉強は楽ではなく、理解力
もいいとは言えなかったが嫌いではなかった。とはいえ、これを指導できる者も近くには
いるわけもなく、田舎の書店に行っても参考書など売っているわけもない。そんな中でやっ
との思いで手に入れた参考書で勉強をつづけた。
５　派遣前の２か月の研修
　渡航前に、派遣される隊員は２か月の研修がある。研修内容の多くは語学研修であるが、
それだけではなく渡航先での安全対策や感染症予防、開発途上国の現状についての講義が
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ぎっしりと詰まっていた。月曜日から土曜日の夕方まで休みなしの講義（祝祭日も平日扱
い）。朝の朝礼から始まり、日中の講義が終わると夜は職種別や派遣先別に集まってのグ
ループ研修会。それが終わってからの、語学の復習と予習。テレビを見る時間などあるわ
けもなく、完全に社会から切り離された隔離社会のようなものであった。そこに集まった
のは20歳から40歳までの青年であるが、特に目立っていたのが20代の若いメンバーが多
かった。30代後半のメンバーは逆に目立っているのかもしれないが、勝手な感覚ではある
が蚊帳の外という感じもしないでもなかった。
　研修のメインでもある語学研修であるが、この２か月間で簡単に使えるようになるわけ
ではない。コマ数で言えば、少なくても週20時間は語学時間だったと思う。しかも、全員
に語学テストが課せられる。これが不出来であれば派遣中止もありうる。現職派遣制度を
利用している私にとって、それは絶対に避けなければならない大きなハードルとなった。
さすがに学生の頃のように単語がスムーズにインプットされるわけもなく、毎日100語やっ
たとしても残っているのは１割程度。語彙力が上がらないと先に進めないのは重々知って
いるだけに、先に待っているのは暗闇ばかりで光は一向に見えない滑り出しであった。
　安全対策と感染症対策の講義では、日本で暮らしていると全く気付かない世界があるこ
とが事例を挙げて学ばされた。これについてもいろいろとあるのだが、何より自分自身と
同僚が派遣先であった出来事がたくさんあり、この後で簡単にお伝えすることとする。
　２か月間、200名以上が同居する訓練所ではいろいろなことが起こる。ある日、私の語
学クラスに新たな男女各１名が他のクラスからやってきた。いずれも年齢は30代前半とい
うことで、私より少し年下といったところであった。これは語学レベルに合わせてのクラ
ス替えといったところだろうか。しかし、しばらくするとクラス内で問題が勃発する。新
しくきた彼と自己主張の強い古参の女子との折り合いが悪く、どうも気まずい状態となっ
たのだ。クラスを担当するメキシコ人のホセ先生が両者から相談を受けたようなのだが、
どうやら授業中お互いがうるさくて嫌だということのようであった。はじめはホセ先生が
対応していたようであるが、多勢に無勢で新しく来た彼が訓練を止めてしまうのを懸念し
て、私のところに相談を持ち掛けてきた。私はクラス内の状況について、何となく把握し
ていたので快く協力することとした。私から言わせてもらうと、新しくきた彼も古参の女
子たちも『どちらもうるさい』の一言である。但し、どちらも授業を妨害するのではなく、
一生懸命に発言してのことなので悪い奴ではないのが現状なのである。教員としての立場
としてみると、大人が起こした学級崩壊にしかみえなかった。また、自己主張の強い女子
たちに話を持ち掛けたところで、これが解決するわけもないと判断したため、形勢不利な
彼の話を聞いてガス抜きをすることに徹した。私は、この件を目の当たりにして、彼らは
派遣先で大丈夫なのだろうかと強く感じた。自己主張をすることを否定するつもりはない
が、自分たちがこれからどのような人たちに接して、どんな活動を求められているのかを
現地で引き出すことができるのか。そのようなことを考えさせられた。他にも至る所でい
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ろいろあったようだが、呆れてしまう理由で派遣を取りやめた者もいた。自分が何故この
場にいるのか。どのような志を持って訓練を受けているのか。少なくとも国費を使って訓
練を受け、派遣されるという自覚を持ってもらいたいものだと感じていた。
　余談ではあるが、ホセ先生は10年以上日本に住み日本語が堪能で、人情に厚く日本人を
よく理解している。彼には語学では本当にお世話になった。メキシコ人という底抜けに明
るく、『みんなアミ～ゴ～』という勝手なイメージを持っていたが、これはあくまでもイメー
ジであり、個性は世界中の人々に存在することを気づかされた訓練期間でもあった。
６　ボリビアにわたって
　無事訓練を終えて、６月に渡航することが正式に決定した。私にとって初めての海外で
ある。もちろん出入国手続きなどやったこともなければ、想像もできない。出入国手続き
のエリアはテレビで見ることもない。しかし、ボリビアに派遣されるメンバーは全部で９
人おり、渡航慣れしたメンバーの見よう見まねで後をついていく。この時ばかりは若者の
後ろをついていく。この時、若いメンバーには私の持っていないスキルがあるということ
に気づかされた。アメリカで国内線に乗り換え、再度フロリダからボリビアに向かった。
丸一日以上かけてボリビアに到着し、エルアルト空港（4000ｍ）で入国審査を終えたころ
クラクラとめまいを感じた。現地駐在スタッフによると『それ、高山病！』と言われ、送
迎バスで酸素吸入。それでも症状は改善することなく２日間寝込んだのは一緒に渡航した
９人中私一人であった。その後、ラパスで１か月の語学研修が待っていた。それぞれがホ
ストファミリーの家に引き取られ、そこからは語学学校以外は全て一人で生活することと
なる。基本的に授業は午前で終わり、午後はブラブラ街に出て過ごしていた。カフェや土
産屋などを散策しながら、現地で語学を勉強していた。そして、そんな生活もあっという
間に過ぎ、派遣先に向かうこととなる。
　私が配属されたのはボリビアのスクレという地方都市にあるサンフランシスコ・ハビエ
ル大学の農学部である。そこで農畜産物加工の指導・開発などであった。そこで学部長を
はじめスタッフたちと一緒に活動をすることとなった。敷地はそれほど広くはなく、数時
間でまわれる程度で作付けしているものもわずかであった。また、飼育されている家畜は
ホルスタインが10頭程度、繁殖用豚が５頭程度、その他家禽類と羊やヤギがいた。驚かさ
れたのが、食用として飼育されているモルモットが施設内にかなりの数がおり、食文化の
違いというものに驚かされた。私が最初にやるべきことは何なのか。私はこれをはっきり
させるため、この農場の課題となることを調べることにした。そのように決めたものの、
毎日やることは農場スタッフの手伝いばかりであった。作業内容は家畜の飼育管理や井戸
のポンプの修理、チーズ作りの補助、果樹の接ぎ木や挿し木、養蜂作業の補助などであっ
た。このようなことを３か月ほど続けたと思うが、本当にこの農場のためになっているの
か、近隣農家への支援につながるのかといった疑問を持ち始めるようにもなってきた。そ
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れでも、農場についての課題は見えてきており、自分が経験したこともないものや日本で
はありえないようなこともたくさん見ることができていたため、自分の勉強にもなってい
た。とにかく驚いたのが、獣医学科の授業の中で牛へのワクチン接種をしている場面に遭
遇した。普通なら針をシリンジに装着して摂取するのが一般的なのだろうが、私が見たの
は全く違っていた。その方法は、針を指でつまんで牛をドンドンとグーパンチをしながら
そのリズムの途中で針だけを先にさしてしまう。その後、シリンジを装着して接種してい
たのである。このようにする理由は、牛が叩かれているうちに針を刺されるので痛がらな
いというとのことであった。あっけにとられたが、学生も次々とやっている姿を見ると、
あながち間違いでもないような気になってきた。また、豚のと殺も手伝ったのであるが、
これもざっくりしたものであった。日本では豚を気絶させた後、と殺、検査などの工程を
経て、肉の出荷になるのだが、現地では80kgほどの豚を大人３、４人で押さえつけ、そ
のまま頸動脈にナイフをザクリと刺す。その後数分間は豚が暴れ騒ぐのを押さえつけてと
殺していた。私も手伝っていたのだが、豚にはものすごいストレスになっていると感じた。
さらに驚いたのは、その肉をすぐに解体して販売していたのである。もちろん検査などあ
るわけもない。このようなことを何度も目の当たりにしたのだが、販売された肉で問題と
なるようなこともなかった。現地での市場の販売方法を見ると、このようなことは豚に限っ
たことではなく、食肉販売全てについて言えることだった。このようなことを経験し、日
本のシステムと比較すると日本の常識は海外では役に立たないということを確認できた一
幕でもあった。このような時間を過ごす中で、自分では何かやらないといけないのではな
いかと考える日々は続いていたのだが、焦って独りよがりにならないためにももう少し様
子を窺うことにした。そして、様子を見ていたのだが、農畜産物加工という私の派遣要請
は現地では存在しないということに気づくことにもつながった。
７　本格的な活動
　大学に配属されて約半年間、様子を見ながらこの農学部の課題を探していた。大学の研
究レベルは日本の農業高校にも満たないレベル。難しいことを提案しても雲をつかむよう
な話となり理解はできない。それであれば、実際に見せることが一番と考えた。そこで、
以前から目をつけていた放置されたハウスがあったため、それを借りたいと学部長と農場
責任者にお願いをした。そして、そこで野菜を栽培することを伝えた。反応はいまいちで
あったが、ハウスを借りることはできた。しかし、ハウスとはいっても日本のようなきれ
いなものではない。下の土は粘土質で作物栽培には適さない。日本での知識や経験が活か
せるところまでなるためには相応の時間がかかりそうである。ちなみに現地の風土につい
て説明すると、気候は乾季と雨季があり、乾季の５か月間は全く雨が降らない。川もある
が上流部に森林がないため雨季でも川には水が残らない。常に畑への水の供給は不安定で
ある。特に乾季は井戸水でさえ１時間程度しか使えず、大学施設内でも水の奪い合いの状
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態である。そこで、野菜栽培のための計画は土の耕起、水の確保、節水が最重要ポイント
となった。
　土の耕起はツルハシが必要であった。日本で使うクワなどでは全く役に立たない。完全
な土木作業であった。一度ツルハシを振っても刺さるのは数センチ。何度も同じ部分に刺
して、土が削れてくる。そんな状態なので一日がかりで耕起できる面積は１平方メートル
がやっとであった。ハウス内をすべて耕起できたのは、作業を始めて２か月を過ぎた頃で
あった。また、水を確保するために、放置されているドラム缶を確保した。乾季にはこれ
が必需品である。そして、節水による野菜栽培であるが、これはマルチ栽培を活用した。
もちろん、日本のような農業用の資材はないため、それに代わるものを購入してきて活用
した。自分でいうのも変な話ではあるが、荒れ地を見本農園に再生できたという自負はあっ
た。栽培した作物は主に葉物野菜としていた。それにはきちんとした理由があり、マルチ
の再利用をいうことが大きかった。現地での資材調達はやや値が張る。日本のように使っ
ていると割が合わない。そこで、収穫後にその畝をそのまま再利用するのである。また、
普通なら病気を気にするのだが、日本のような高温多湿な気候でもないため、病気もあま
り発生しないという点も大きかった。ただし、あの害虫だけは世界共通だと感じた。アブ
ラムシである。アブラムシは世界中で数百種類も存在するといわれているが、形は日本の
物とほぼ同じ。被害についても全く同じ。はじめは光るものを嫌がる性質を利用し、CD
を置いたりしたのだが全く効果がみられずあきらめた。この光景を不思議に思った学生が
理由を尋ねてきたので、光を嫌うアブラムシの習性だけを教えた。さすがにアブラムシ駆
除に痺れを切らし、最終兵器を使うことにした。日本で使用されているオルトランである。
開発途上国なので使用基準はわからない（他の薬品の使用状況を考えるとあるとは思えな
い）。自分で勝手に『ボリビア初登場』などと言いながら使用してみた。結果は恐ろしい
ほどの効果があった。日本での効果など比にならない。当たり前である。ボリビアのアブ
ラムシにとってはこれまで経験のない薬剤を投与されたのだから。この時、日本の害虫の
耐剤性というものを直に感じることができた。
　このような活動を続けて、時々学生たちがハウスを訪れるようになった。相変わらずス
ペイン語は上達せず説明には苦労した。しかし、肝心の大学職員が見学に来ることはなかっ
た。農場職員は自分の担当部署を淡々と管理している。大学の先生にとっては専門外なの
か気にもしない。私のハウスの隣で学生が露地栽培しているのは野菜なのだが、収穫まで
一度も管理されたことはない。夏休みや冬休みに入ることを考えて栽培計画をしていない
ので、そのようになっているのは間違いない。
　他にも、大学の農場で通年栽培できる牧草はないのかという点で実験を試みたのだが、
乾季が長く水の確保が困難なことから、短期間、予算難の状態では難しいと判断した。せ
めて雨季の間に水を貯められる貯水池を造成できればと思うことがしばしばあったことは
言うまででもない。また、大学職員が自負したかのように話していたことに、コンポスト
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や堆肥を作ってオーガニックな肥料を作っているというのがあった。私から見て、これは
コンポストや堆肥ではないと感じていたため、JICA事務所に提出する中間報告書の中に
これを記載させてもらった。すると、この報告書を見た事務所から、大学の先生に堆肥に
ついてのプレゼンをしてはどうかと提案された。プレゼンとなると、全てスペイン語とな
る。５分や10分の原稿を準備するのであればたいしたことではないのだが、いわゆる講義
のような形式を想定していたため、これを提案された後は生きた心地がしなかった。し
かも質疑応答付きということで『終わった・・・』と心から思った。日程等については
JICA事務所が準備をしてくれたのだが、さすがに講義形式のプレゼンとなるとパワーポ
イントでの図表作成から原稿までとなり一朝一夕でできるものではない。堆肥の作り方が
これほど難しいと思ったことは後にも先にもこの時だけである。
　ここで彼らの課題であるが、彼らが堆肥と言っているものは乾燥させた糞のことであっ
て、発酵過程を経ていない。また、天地返しなどの反転作業もないため、有機物の分解が
なされておらず、固形化した糞そのものであった。乾燥地域でそれを散布しても、風化す
るだけで固形糞では遅効性肥料の効果が出る前に収穫となってしまう。そのため、乾燥地
域での堆肥作りにはシートを活用し、水分コントロールしたうえで反転作業をしていく必
要がある。また、この工程は数か月かけて水分を減らしていかなければならない。そこで、
これらを伝えることがプレゼンの重点ポイントとすることとした。このプレゼンの準備は
１か月以上やっただろうか。パワポの図表は普段から作成していたので難しくはないのだ
が、原稿作成は本当にきつかった。そして、プレゼン当日であるがあまり緊張することの
ない私だが、さすがに最初から最後まで一時も緊張が抜けなかった。質問もいくつかあっ
たのだが、今となっては何を聞かれたのか覚えていない。しかし、終わった後にプレゼン
のデータを欲しいと多くの先生に頼まれたため、理解はしてもらったと思っている。しか
し、彼らも準備がいいもので、会場にUSBメモリを持参していたことは驚きであった。
８　政治的混乱
　当時、ボリビアの大統領は初の先住民出身のエボ・モラレスであった。そのため、白人
系と先住民系の衝突が時々起こっていた。私の住むスクレはそれほどひどくはなかったの
だが、ある日とんでもない事態となった。スクレは白人系が多く住む町。周辺地域は先住
民系が住む地域。事態が悪化するにつれて、白人系からすれば完全に四面楚歌の状態となっ
ていった。そして、それまで幾度と行われていたデモが激化した日のことである。彼らの
鎮圧のため警察がゴム弾を発砲し運悪く死者が出てしまった。そうなると事態は複雑にな
る。周辺からの道路は全て封鎖され、町は兵糧攻め。さらに町中の交差点ではタイヤが燃
やされデモがやまない。とうとう、スーパーの入り口が破壊され略奪が起きる始末。治安
を守る警察は催涙ガスを使用しての対抗手段をとるが多勢に無勢ということもありなす術
もない。やがて、警察が撤退することになり、市内にある刑務所は門が開けられ囚人が自
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由に出られる状態になった。それまでは何度もデモがあり見かけることもあったのだが、
本当の意味で危機感を感じたのはこの時であった。
　今の日本では政治的な主張による大きなデモを見かけることはない。さらに付け加える
と政治に対して自分に直結するものという感覚を持っている人も少なく感じる。しかし、
海外に出ると政治は自分の生活に直結するものであり、自分の主張をはっきりさせる人が
大勢いる。なぜ、日本人はこれほど政治に対して他人事なのだろうか。それにもかかわら
ず、政治が悪い、政策が悪いと批判をする。日本人ももっと自分のことと捉えるべきだと
感じる。途上国に行って教えられたことの一つである。
９　外国語を学ぶ前に
　日本にいると性善説による考え方が主流である。もし、財布を盗まれたら悪いのは人の
物を盗んだ側にあるという理屈が大半である。私はボリビアに２年近く在住していたのだ
が、その考えでは何度でも犯罪にあうようなものである。ボリビアでは隊員が犯罪にあう
確率は、２年間で一人１回というデータがあった。私は一度も被害にあっていないので、
単純計算では一人で２、３回被害にあっている人もいることになる。現地では『それでも
命があるだけ幸せ』だといわれる。なぜ、被害に何度もあう人とあわない人がいるのだろ
うか。それは単純に自分の物品の管理の仕方だと思っている。貴重品は肌身離さずという
のが当たり前のことである。しかし、貴重品でなければ誰もとらないという概念が日本人
にはある。これは自分の勝手な考えであって、相手からすると金目の貴重品かもしれない。
そのような考えの相違が貴重品以外の物の管理のずさんさに繋がると考えている。ちなみ
に私の考えであるが、死角及び手の届かないところに私物を置いていくと、知らぬ間に盗
まれる。この考えは帰国後も変わっていない。どのようにして自分の物を盗まれないよう
にするのか、老若男女問わず考える機会はあってもいいと思っている。
　今、小学校から外国語を学ぶ時代となっている。外国語を学ぶことは外国人とコミュニ
ケーションをとるツールを増やす有効な手段で、非常に効果的だと思っている。しかし、
風習や文化を置き去りにして、いいコミュニケーションはとれるわけがない。先ほどあげ
た私物の管理をみても考え方が異なる。コミュニケーションをとれるから安全であるには
繋がらない。これから国際化が進み、来日するインバウンド旅行者も増え、ますます適応
能力が求められる時代になる。『日本にいるから日本の常識で』は来日するインバウンド
旅行者には全く通用しない。そのようなことも踏まえて外国語教育を進めなければならな
いと感じている。
10　帰国して感じた豊かさの弊害
　ボリビアから帰国して、日本は本当に豊かな国だと感じている。必要なものはいつでも
購入することができる。物質的にはほとんど困ることのない国が日本である。しかし、昔
─　　─88
『日本の常識は世界の非常識』から始まった国際教育探し
からこのような日本ではなかったことは、年配の方からすると当たり前のことである。例
えば鉛筆や消しゴムなど文具は100円ショップでいつでも手に入れることができる。夏休
みの宿題の自由研究であれば、書店で実験キットが販売されている。食べ物はコンビニに
行けば24時間いつでも購入できる。このような状況が当たり前なのか。間違いなく『No』
である。お金さえ払えば、鉛筆や消しゴムに限らずいつでも何でも手に入る。そうなると
物を大事にしない。小さな子供でも物を壊すと『買えばいいじゃん』と答えが返ってくる。
本当にこれでいいのか。また、自由研究は自分でテーマを考える。できなければ親も一緒
になって考える。これが本当の家庭教育なのではないのか。出来上がり実験では、苦労や
失敗はなく、創意工夫は必要としない。マニュアル通りに従えば出来上がる。失敗はやる
気を失わせる。成功が次のステップに繋がるから大事という人がいるが当たり前のことで
ある。それでは失敗しない実験はあり得るのか。実験や研究では失敗があり、なぜ失敗し
たのかを話し合ったり、検証したりすることのほうがもっと大事だろう。
　また、私は農業高校に勤務しているのだが、とにかく食品ロスが多いことを気にしてい
る。生徒を捕まえては『おまえなぁ、野菜を捨てることは自分の勉強していることを否定
することになる』と話している。しかし、これにピンと来ない生徒がほとんどである。食
に困ることのない時代だけに、日本の食糧事情については日々の生活から教えていかなけ
ればならないと感じている。地産地消や栄養指導もいいが、基本的に日本は食糧が不足し
ている国である。日本における食糧事情は全ての子供たちが学ぶべきである。
11　おわりに
　この話にはここには書ききれないことやとてもオープンにできないなどたくさんのこと
がありました。記載した内容も含めて全てが私にとって財産であり、経験という形で学習
した内容です。国や年齢、職種、役職など関係なく、全ての人が私にとって知識や知恵な
どを授けてくれる人々でした。みんなには『感謝』の一言に尽きます。
　また、数限りなく飛び込んでくる情報は安全に生活する上で欠かせないものとなりまし
た。これらの情報は真偽を問わず飛び込んできます。それを選別して正確なもの、必要な
ものだけを拾う必要がありました。これを怠るとあとでとんでもないことに繋がります。
このようなことも幼少期から学ばなければならないと感じています。
　『日本の常識は世界の非常識』から始まった国際教育探しですが、今では本当に貴重な
経験ができたと思っています。これから教育界を担う若い先生たちには、『日本の常識は世
界の非常識』の言葉を知ってもらいたい。今、自分が当たり前と思っていることは国際社
会では非常識であるものがたくさん存在します。ぜひ、心の片隅に刻んでおいてもらいた
い。そして、チャンスがあれば、どのような形でもいいので海外を経験してみることは必
ず自分の糧となるはずです。
